
月

日
（
木
）
町
田
市
庁
舎

会
議
室
に
て
、
生
活
支
援
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
を
開
催
し
、
当
日
は
、

団
体

名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
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生
活
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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〈団体名〉
元橋ささえあい連絡会
三輪緑山ボランティアの会絆
ほのぼのボランティアクラブ
有償ボランティアささえ愛ひまわり

成瀬お助けたい

■
町
田
市
生
活
支
援
団
体
と
は

生
活
支
援
団
体
と
は
、
地
域
の
助
け
合
い

の
関
係
を
基
盤
と
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た

生
活
の
困
り
ご
と
へ
の
支
援
（
生
活
支

援
）
を
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
グ

ル
ー
プ
で
す
。
今
年
度
は
18

団
体
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。

■
町
田
市
生
活
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
は社

協
が
市
よ
り
受
託
し
、
町
田
市
で
活

動
す
る
生
活
支
援
団
体
に
、
情
報
共
有
・

意
見
交
換
の
機
会
を
提
供
、
ま
た
活
動
に

対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
事
で
活
動

の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

■
町
田
市
生
活
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

連
絡
会
と
は

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動
の
情
報
共

有
・
意
見
交
換
を
目
的
と
し
て
、
年
数
回

（
研
修
含
む
）
開
催
を
し
て
ま
す
。

■
町
田
市
生
活
支
援
事
業
補
助
金
制
度

生
活
支
援
団
体
の
活
動
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
7

団
体
の
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

は
、
町
田
市
の
生

活
支
援
団
体
に
つ

い
て
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

■
生
活
支
援
活
動
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

11

10

18
７

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
と
は
、
重
大
な
災

害
や
事
故
に
直
結
す
る
一
歩
手
前
の

出
来
事
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

思
い
が
け
な
い
出
来
事
に
「
ヒ
ヤ

リ
」
と
し
た
り
、
事
故
寸
前
の
ミ
ス

に
「
ハ
ッ
」
と
し
た
り
す
る
こ
と
が

名
前
の
由
来
で
す
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
、
事
故
や
災
害

に
つ
な
が
る
要
因
を
特
定
し
対
策
す

る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
多
く
の
企

業
で
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
を
付
け
て

い
て
も
、
事
故

は
起
き
て
し
ま

う
の
で
、
自
分

一
人
の
考
え
だ

け
で
は
な
く
、

皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
く
こ
と
で
、

良
い
気
付
き
に

な
る
の
で
は
な

い
か
。
危
な
い

と
思
っ
た
こ
と

は
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
ほ
し
い
と

の
事
で
し
た
。

講座の様子

受
講
生
か
ら
「
自
分
が
転
び
や
す
く
な
る
の
で
ス

リ
ッ
パ
は
危
な
い
。
」
と
の
気
付
き
に
、
講
師
か
ら
は
、

介
護
専
門
職
は
ス
リ
ッ
パ
は
履
か
ず
、
つ
ま
先
と
か
か

と
が
あ
る
も
の
を
履
き
、
け
が
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
時
の
対
策
に
も
な
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

10

14

自
宅
の
中
に
も
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
る
原
因
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
家
族
が
く
つ
ろ
い
で
い
る
部
屋
の
イ
ラ
ス
ト
を
事
例
に
、
「
転
び

や
す
い
所
を

か
所
以
上
見
つ
け
る
」
と
い
う
ワ
ー
ク
を
し
ま
し
た
。

床
に
置
い
て
あ
る
ゴ
ミ
箱
、
リ
モ
コ
ン
、
延
長
コ
ー
ド
、
新
聞
紙
、
カ

10

ー
ペ
ッ
ト
の
角
、
下
に
垂
れ
下
が
っ
た
編
み
物
の
糸
、

棚
の
上
の
荷
物
、
テ
レ
ビ
の
角
、
階
段
、
電
気
ポ
ッ
ト
、

ペ
ッ
ト
等
、
転
び
や
す
い
所
を
最
高
で

か
所
見
つ
け

た
受
講
者
も
い
ま
し
た
。

13



シ
ー
ア
イ
ハ
イ
ツ
町
田

た
す
け
あ
い
の
会

■
お
問
い
合
わ
せ

生
活
支
援
団
体
の
ご
紹
介

第
７
弾

町
田
市
の
生
活
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て
い
る
生
活
支

援
団
体
の
中
か
ら
、
今
回
は
シ
ー
ア
イ
ハ
イ
ツ
町
田
で
活
動
し
て
い
る

「
シ
ー
ア
イ
ハ
イ
ツ
町
田
た
す
け
あ
い
の
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

☎
０
９
０

２
４
４
１

４
１
０
０

ー

ー

受
付
時
間

金
曜

時
～

時

10

17

■
活
動
日

全
日
（
要
相
談
）

■
活
動
エ
リ
ア

シ
ー
ア
イ
ハ
イ
ツ
町
田
内

■
利
用
料
金

２
５
０
円

／

分

30

し
、
日
常
困
っ
て
い
る
居
住

者
に
対
し
て
、
「
ち
ょ
っ
と

し
た
お
手
伝
い
」
に
よ
り
、

日
常
生
活
を
心
豊
か
に
安
心

し
て
過
ご
さ
れ
る
事
を
目
的

と
し
て
、
８
年
前
に
発
足
し

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

話
し
相
手
、
掃
除
洗
濯
、
調
理
、
買
い
物
代
行
、
薬

受
け
取
り
、
ゴ
ミ
出
し
、
庭
（
ベ
ラ
ン
ダ
）
の
手
入

れ
、
布
団
干
し
、
買
い
物
付
き
添
い
、
通
院
付
き
添

い
、
散
歩
付
き
添
い
、
電
球
交
換
、
被
服
補
修
、

ペ
ッ
ト
の
世
話
、
そ
の
他
（
タ
ク
シ
ー
乗
車
サ
ポ
ー

ト
、
ユ
ニ
ッ
ト
家
具
の
組
み
立
て
・
分
解
、
家
具
移

動
、
配
線
機
器
修
理
、
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ホ
操
作
な
ど
の

家
電
サ
ポ
ー
ト
、
雪
か
き
、
車
椅
子
介
助
、
湿
布
薬

貼
り
、
子
育
て
支
援
等
）

■
援
助
内
容

（
急
用
の
場
合
は
全
日
）

こ
れ
か
ら
も
シ
ー
ア
イ
ハ
イ
ツ
町
田
の
高
齢

生
活
支
援
団
体
を
こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
た
い
、
生
活
支
援
団

体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
み
た
い
等
々
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
地
域
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

シーアイハイツ町田
たすけあいの会HP

講師：公益財団法人さわやか福祉財団 岡野貴代氏

たすけあい講座の様子 「なぜ助け合い活動をするのか」

運営委員会の様子

受付の様子

代
表

澤
田
静
男

【
か
わ
ら
版
９
版
訂
正
】

時
間
に
つ
い
て
正
し
く
は
11

時
～
16

時
に
な
り
ま
す
。

活動の様子

電球の交換

スイッチの修理

シ
ー
ア
イ
ハ
イ
ツ
町
田
た
す
け
あ
い
の
会

化
対
策
の
一
翼
を

担
い
、
皆
様
の
安

心
安
全
な
生
活
環

境
の
充
実
に
向
け

活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
田
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
ま
ち
の
縁
が
わ
小
山
田
桜
台
の
活
動
・
受
付

私
達
「
た
す
け
あ
い
の
会
」
活
動
は
1

年
前
に
高
齢
者
対
応
の
一

環
と
し
て
協
議
を
開
始
し
、
支
援
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
、

居
住
者
の
多
く
の
方
が
「
た
す
け
あ
い
の
仕
組
み
」
そ
の
活
動
を
要
望

し
て
い
る
事
か
ら
、
私
達
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
「
出

来
る
人
が
出
来
る
事
を
す
る
。
誰
も
が
支
え
合
う
事
を
目
指
す
。
」
と

18
通
常
の
活
動
は
電
話
に
よ

る
依
頼
・
相
談
、
毎
週
日
曜

日
午
前
中
の
受
付
で
、
0

項

目
の
利
用
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ

た
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
今
期
の
月
当
り
平
均
活

動
件
数
は
42

件
で
す
。
ま
た
、

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
下
記

①
～
④
を
行
っ
て
い
ま
す
。

30

42

「
は
じ
め
よ
う
！
お
口
の
ケ
ア
」

「
地
域
の
見
守
り
に
つ
い
て
」

③

た
す
け
あ
い
講
座

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

介
護
教
室
「
介
助
の
仕
方
・
方
法
」

④
「
町
ト
レ
」
活
動

②

協
力
者
の
ス
キ
ル
Ｕ
Ｐ
研
修
会

毎
週
火
曜
日

約

人
参
加
な
ど

①

た
す
け
あ
い
の
会
「
た
よ
り
」

「
な
ぜ
助
け
合
い
活
動
を
す
る
の
か
」

毎
月
発
行
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